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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次

第81期

第２四半期

累計期間

第82期

第２四半期

累計期間

第81期

会計期間
自平成29年４月１日

至平成29年９月30日

自平成30年４月１日

至平成30年９月30日

自平成29年４月１日

至平成30年３月31日

売上高 （千円） 423,811 399,859 844,645

経常利益又は経常損失(△) （千円） 4,589 △18,982 13,677

四半期(当期)純利益又は四半期純

損失(△)
（千円） 2,556 △21,200 12,366

持分法を適用した場合の投資利益

又は投資損失(△)
（千円） △459 379 147

資本金 （千円） 883,300 883,300 883,300

発行済株式総数 （千株） 17,666 1,766 1,766

純資産額 （千円） 621,604 600,543 621,710

総資産額 （千円） 1,205,192 1,157,291 1,135,733

1株当たり四半期(当期)純利益又

は１株当たり四半期純損失(△)
（円） 1.45 △12.06 7.04

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） - － －

１株当たり配当額 （円） - － －

自己資本比率 （％） 51.6 51.9 54.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 23,217 △5,980 47,461

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △4,330 △2,145 △1,830

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △19,668 31,263 △84,793

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 139,564 124,319 101,183

 

回次

第81期

第２四半期

会計期間

第82期

第２四半期

会計期間

会計期間
自平成29年７月１日

至平成29年９月30日

自平成30年７月１日

至平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益又は１株

当たり四半期純損失(△)
（円） 1.78 △8.23

　（注）１． 当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移

については記載しておりません。

２． 第81期第２四半期累計期間及び第81期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。また、第82期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

損失は、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３． 売上高には、消費税等は含んでおりません。

４． 当社は平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っており、前事業年度の期首

に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益又は１株当たり四半期純損失を算定し

ております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

① 経営成績の分析

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が持続し、景気は緩やかな回復基調に推

移したものの、記録的猛暑、集中豪雨、地震発生などの自然災害の影響等により、依然として先行きは不透明な

状況で推移いたしました。

当社が事業の主体をおく競輪業界におきましても、依然として厳しい状況が続いております。

このような状況のもと、当社は顧客サービスの向上に取り組むとともに、各サテライトの更なる効率的な管

理・運営に努め増収を図ってまいりました。

以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は３億９千９百万円（前年同四半期比5.7%減）となりました。営

業損失は１千３百万円（前年同四半期は営業利益１千万円）、経常損失は１千８百万円（前年同四半期は経常利

益４百万円）、四半期純損失は２千１百万円（前年同四半期は四半期純利益２百万円）となりました。

なお、当社は、公営競技関連事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載を省略しております。

 

② 財政状態の分析

(資産)

 当第２四半期累計期間末における流動資産は２億３千５百万円(前事業年度末１億９千７百万円)となり前事業

年度末に比べて３千７百万円増加いたしました。これは主に現金及び預金が２千３百万円、売掛金が１千２百万

円増加したことによるものであります。固定資産は９億２千１百万円(前事業年度末９億３千７百万円)となり、

前事業年度末に比べ１千６百万円減少いたしました。これはのれんの償却等により無形固定資産が１千６百万円

減少したことによるものであります。

 この結果、総資産は11億５千７百万円(前事業年度末11億３千５百万円)となり、前事業年度末に比べ２千１百

万円増加いたしました。

(負債)

 当第２四半期累計期間末における流動負債は２億３千万円(前事業年度末２億２千２百万円)となり前事業年度

末に比べ７百万円増加いたしました。これは主に１年以内返済予定の長期借入金が１百万円、リース債務が２百

万円、未払消費税等が５百万円増加したことによるものであります。固定負債は３億２千６百万円（前事業年度

末２億９千１百万円)となり、前事業年度末に比べ３千５百万円増加いたしました。これは主に長期借入金が４

千６百万円が増加いたしましたが、リース債務が７百万円、退職給付引当金が２百万円減少したことによるもの

です。

 この結果、負債合計は、５億５千６百万円(前事業年度末５億１千４百万円）となり、前事業年度末に比べ４

千２百万円増加いたしました。

(純資産)

 当第２四半期累計期間末における純資産合計は６億円(前事業年度末６億２千１百万円)となり、前事業年度末

に比べ２千１百万円減少いたしました。この結果、自己資本比率は51.9%となりました。
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   (2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、１億２千４百万円となり、

前年同四半期に比べ１千５百万円減少いたしました。当第２四半期累計期間の各キャッシュ・フローの状況は以

下のとおりであります。

 

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞

営業活動の使用した資金は５百万円（前年同四半期は２千３百万円の収入）となりました。これは主に、税

引前四半期純損失を１千８百万円計上、売上債権の増加１千２百万円がありましたが、資金支出の伴わない減

価償却費９百万円、のれん償却費１千５百万円があったこと等によるものです。

 

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞

投資活動の結果使用した資金は２百万円（前年同四半期４百万円）となりました。これは資産除去債務の履

行による支出が２百万円あったことによるものです。

 

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞

財務活動の結果得られた資金は３千１百万円（前年同四半期は１千９百万円の支出）となりました。これは

主に、長期借入による収入１億円がありましたが、長期借入金の返済による支出５千１百万円、リース債務の

返済による支出１千６百万円があったこと等によるものです。

 

    （3）経営方針・経営戦略等

         当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,000,000

計 4,000,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,766,600 1,766,600
東京証券取引所市場第二

部

権利内容に何

ら限定のない

当社における

標準となる株

式であり、単

元株式数は100

株でありま

す。

計 1,766,600 1,766,600 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年７月１日～

平成30年９月30日
－ 1,766,600 － 883,300 － 399,649
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（５）【大株主の状況】

  平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社東京ドーム 東京都文京区後楽1-3-61　 419 23.89

株式会社松尾工務店 横浜市鶴見区鶴見中央4-38-35　 354 20.17

神奈川県 横浜市中区日本大通１ 129 7.38

横浜市 横浜市中区港町1-1 96 5.50

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社

（三井住友信託銀行再信託分・京浜

急行電鉄株式会社退職給付信託口）

東京都中央区晴海1-8-11 81 4.62

株式会社横浜銀行 横浜市西区みなとみらい3-1-1　 62 3.56

横須賀市　 神奈川県横須賀市小川町11　 55 3.16

村山信也 東京都西多摩郡瑞穂町 25 1.43

平山信幸 東京都板橋区 16 0.96

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町1-4 16 0.95

計 － 1,258 71.63

 

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式       9,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   1,745,400 17,454 －

単元未満株式 普通株式      11,900 － －

発行済株式総数 1,766,600 － －

総株主の議決権 － 17,454 －
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②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　花月園観光株式会社
横浜市中区桜木町三丁目

７番２号
9,300 － 9,300 0.53

計 － 9,300 － 9,300 0.53

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

花月園観光株式会社(E04607)

四半期報告書

 8/17



第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成30年７月１日から平成30

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて監査法人日本橋事務所による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
 当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 101,183 124,319

売掛金 78,227 90,793

その他 18,515 20,780

流動資産合計 197,926 235,893

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 99,124 94,199

土地 337,714 337,714

リース資産（純額） 32,932 38,806

その他（純額） 2,825 2,341

有形固定資産合計 472,596 473,062

無形固定資産   

のれん 221,849 206,002

その他 3,555 3,240

無形固定資産合計 225,404 209,243

投資その他の資産   

差入保証金 132,588 132,588

繰延税金資産 9,625 8,928

その他 ※ 97,591 ※ 97,574

投資その他の資産合計 239,806 239,091

固定資産合計 937,807 921,397

資産合計 1,135,733 1,157,291

負債の部   

流動負債   

短期借入金 45,000 45,000

1年内返済予定の長期借入金 98,100 99,962

リース債務 31,250 33,522

未払金 41,077 38,240

未払法人税等 4,592 5,106

未払消費税等 － 5,309

預り金 2,322 2,558

その他 656 821

流動負債合計 222,999 230,522

固定負債   

長期借入金 218,136 264,408

リース債務 54,689 47,131

退職給付引当金 17,613 14,640

その他 583 46

固定負債合計 291,023 326,225

負債合計 514,023 556,747
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成30年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 883,300 883,300

資本剰余金 399,649 399,649

利益剰余金 △664,826 △686,026

自己株式 △11,107 △11,115

株主資本合計 607,015 585,807

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 14,694 14,735

評価・換算差額等合計 14,694 14,735

純資産合計 621,710 600,543

負債純資産合計 1,135,733 1,157,291
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

売上高 423,811 399,859

売上原価 238,695 239,891

売上総利益 185,116 159,967

販売費及び一般管理費 ※ 175,105 ※ 173,156

営業利益又は営業損失（△） 10,010 △13,188

営業外収益   

受取利息 658 639

受取配当金 737 855

負ののれん償却額 2,082 －

その他 335 445

営業外収益合計 3,813 1,939

営業外費用   

支払利息 9,234 7,733

営業外費用合計 9,234 7,733

経常利益又は経常損失（△） 4,589 △18,982

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 4,589 △18,982

法人税、住民税及び事業税 1,900 1,538

法人税等調整額 132 679

法人税等合計 2,033 2,217

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,556 △21,200
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失

（△）
4,589 △18,982

減価償却費 9,724 9,766

のれん償却額 15,846 15,846

負ののれん償却額 △2,082 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） - △2,973

受取利息及び受取配当金 △1,395 △1,494

支払利息 9,234 7,733

売上債権の増減額（△は増加） △649 △12,565

未払消費税等の増減額（△は減少） △3,640 5,309

預り金の増減額（△は減少） △47 236

その他 2,238 △1,348

小計 33,818 1,527

利息及び配当金の受取額 1,720 1,494

利息の支払額 △9,232 △7,813

法人税等の支払額 △3,088 △1,189

営業活動によるキャッシュ・フロー 23,217 △5,980

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △4,830 －

差入保証金の回収による収入 500 －

資産除去債務の履行による支出 － △2,145

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,330 △2,145

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） 45,000 －

長期借入れによる収入 - 100,000

長期借入金の返済による支出 △49,050 △51,866

リース債務の返済による支出 △14,797 △16,086

割賦債務の返済による支出 △753 △777

自己株式の取得による支出 △68 △7

財務活動によるキャッシュ・フロー △19,668 31,263

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △781 23,136

現金及び現金同等物の期首残高 140,345 101,183

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 139,564 ※ 124,319
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【注記事項】

（追加情報）

      （「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

         「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号 平成30年２月16日)等を第１四半期会

       計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

 

（四半期貸借対照表関係）

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前事業年度

（平成30年３月31日）
当第２四半期会計期間
（平成30年９月30日）

投資その他の資産 41,630千円 41,630千円

 

（四半期損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期累計期間
（自　平成29年４月１日

　　至　平成29年９月30日）

　当第２四半期累計期間
（自　平成30年４月１日

　　至　平成30年９月30日）

給与及び手当 66,867千円 68,931千円

 

 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおりであり

ます。

 
前第２四半期累計期間

（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

現金及び預金勘定 139,564千円 124,319千円

現金及び現金同等物 139,564千円 124,319千円

 

 

 

（持分法損益等）

 
前事業年度

（平成30年３月31日）
当第２四半期会計期間
（平成30年９月30日）

関連会社に対する投資の金額 － －

持分法を適用した場合の投資の金額 － －
 

 
前第２四半期累計期間

（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日）

持分法を適用した場合の投資利益の金額 △459千円 379千円

（注）１．関連会社に対する投資の金額は、減損処理しております。

２．関連会社の長期貸付金に対する貸倒引当金41,630千円を計上しております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、公営競技関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間

（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損

失(△)
1円45銭 △12円06銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益又は四半期純損失(△)（千円） 2,556 △21,200

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

(△)（千円）
2,556 △21,200

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,757 1,757

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、前第２四半期累計期間は潜在株式が存在しないため、当

第２四半期累計期間は１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

     ２．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。

         前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損

失を算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成30年11月14日

花月園観光株式会社

取締役会　御中

 

監査法人日本橋事務所
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 森岡　健二　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 千保　有之　　印

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている花月園観光株式

会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの第82期事業年度の第２四半期会計期間（平成30年７月１日から平成
30年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、す
なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを
行った。
 

四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四
半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、花月園観光株式会社の平成30年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終
了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて
の重要な点において認められなかった。
 

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

 

　（注）１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報
告書提出会社）が別途保管しております。

２.ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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